
「
五
輪
で
福
島
事
故
終
わ
り
」

は
許
さ
な
い
、
原
発
依
存
・
固

執
を
や
め
さ
せ
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
て
、

原
発
問
題
住
民
運
動
全
国
連
絡

セ
ン
タ
ー
（
原
住
連
）
は
二
月

十
六
日
、
川
崎
市
内
の
「
サ
ン
ピ
ア
ン

か
わ
さ
き
」
で
第
３
３
回
全
国
総
会
・

交
流
集
会
を
開
い
た
。

谷
崎
嘉
治
代
表
委
員
（
青
森
）
を
議

長
に
選
出
。
持
田
繁
義
代
表
委
員
（
新

潟
）
が
開
会
あ
い
さ
つ
。
伊
東
達
也
筆

頭
代
表
委
員
が
全
国
総
会
・
交
流
集
会

へ
の
代
表
委
員
会
報
告
（
三
面
～
八
面

参
照
）
を
行
っ
た
。

伊
東
氏
は
、
事
故
十
年
目
を
迎
え
る

現
在
、
八
万
五
千
人
の
被
災
者
が
故
郷

に
戻
れ
て
い
な
い
被
災
地
福
島
の
現
状

を
報
告
。
「
事
故
十
年
で
事
故
は
終
わ
っ

た
」
「
五
輪
で
事
故
は
終
わ
っ
た
」
と

し
て
、
損
害
賠
償
な
ど
を
打
ち
切
る
、

裁
判
外
紛
争
手
続
き
（
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
が
出

て
も
拒
否
す
る
な
ど
国
と
東
京
電
力
の

無
責
任
さ
を
追
及
し
た
。

伊
東
氏
は
、
原
発
で
経
営
は
成
り
立

た
な
く
な
っ
て
久
し
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
原
発
依
存
・
固
執
な
ど
は
あ
り
え

な
い
こ
と
を
指
摘
。
事
故
十
年
目
を
迎

え
て
、
い
ま
こ
そ
福
島
事
故
の
検
証
、

日
本
原
子
力
政
策
の
検
証
を
行
う
こ
と

は
国
と
電
力
会
社
の
最
低
の
責
務
で
あ

る
こ
と
を
強
調
。
国
と
電
力
会
社
が
原

発
事
故
の
加
害
責
任
を
率
直
に
認
め
る

な
ら
、
国
と
電
力
会
社
こ
そ
が
「
原
発
・

核
燃
か
ら
の
撤
退
」
し
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
へ
の
先
頭
に
立
つ
責
務

が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

討
議
で
は
、
北
海
道
、
福
井
二
人
、

新
潟
二
人
、
宮
城
、
鹿
児
島
、
青
森
の

代
表
八
人
が
発
言
（
二
面
参
照
）
。
伊

東
氏
の
代
表
委
員
会
報
告
を
深
め
る
討

論
と
な
っ
た
。
伊
東
氏
が
討
論
の
ま
と

め
を
行
っ
た
。
全
国
総
会
・
交
流
集
会

は
、
代
表
委
員
会
報
告
、
討
論
の
ま
と

め
の
内
容
を
参
加
者
一
同
、
共
有
す
る

こ
と
を
確
認
し
合
っ
た
。

つ
づ
い
て
、
全
国
総
会
・
交
流
集
会

は
次
期
代
表
委
員
を
選
出
し
た
。
（
二

面
参
照
）

高
野
博
前
代
表
委
員
は
、
中
嶋
廉
氏

と
交
代
。
全
国
総
会
・
交
流
集
会
は
、

髙
野
氏
の
長
年
の
原
住
連
の
活
動
に
謝

意
を
表
し
た
。

閉
会
あ
い
さ
つ
は
、
次
期
全
国
交
流

集
会
開
催
地
の
伊
東
筆
頭
代
表
委
員
が

行
っ
た
。

●
「
多
大
な
ご
迷
惑
、
ご

心
配
、
ご
負
担
を
お
か
け

し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
」
ー
こ
れ
は
、
二

月
十
七
日
の
交
渉
で
の
東

京
電
力
、
電
気
事
業
連
合
会
代
表
の
冒

頭
の
謝
罪
発
言
●
原
住
連
参
加
者
は
、

こ
の
謝
罪
発
言
に
著
し
い
違
和
感
を
受

け
る
。
「
申
し
入
れ
」
に
対
す
る
回
答

が
続
く
が
、
そ
の
回
答
に
誠
実
さ
が
ま
っ

た
く
う
か
が
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実

に
む
な
し
い
気
分
に
襲
わ
れ
る
。
事
故

十
年
目
を
迎
え
て
、
原
子
力
事
業
者
に

は
事
故
は
と
う
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
知

ら
さ
れ
る
思
い
で
あ
る
●
現
実
は
、
福

島
原
発
事
故
に
よ
る
原
子
力
災
害
は
つ

づ
い
て
い
る
。
被
害
は
つ
づ
い
て
い
る
。

災
害
、
被
害
が
つ
づ
く
限
り
、
国
と
電

力
会
社
に
は
、
損
害
を
賠
償
す
る
責
任

が
あ
る
。
社
会
の
道
理
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
国
と
電
力
会
社
は
、
こ
の
道
理

を
わ
き
ま
え
て
い
な
い
。
事
故
は
な
か
っ

た
こ
と
に
し
た
い
と
の
思
い
に
駆
ら
れ

て
い
る
●
だ
と
す
れ
ば
、
と
こ
と
ん
原

発
開
発
の
責
任
を
改
め
て
問
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
原
発
開
発
そ
の
も
の
が
虚
像

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
原
子
力
災
害
の
被

害
者
救
済
や
核
の
ゴ
ミ
処
理
も
端
か
ら

放
棄
。
事
故
を
起
こ
し
て
も
責
任
を
と

ら
な
い
。
こ
の
種
の
も
の
は
一
般
産
業

に
は
な
い
。
原
発
開
発
は
社
会
的
犯
罪

で
は
な
い
の
か
。
改
め
て
問
わ
れ
る
。
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○
伊
東
達
也
筆
頭
代
表
委
員
の
全
国
代
表
委
員
会
の
報
告(

三
面
～
八
面)

○
原
子
力
規
制
委
員
会
へ
の
申
し
入
れ(

九
面)

○
電
気
事
業
連
合
会
へ
の
申
し
入
れ
一
部
・
東
京
電
力
へ
の
申
し
入
れ
概
要(

五
面)

第３３回全国総会・交流集会

「
原
発
事
故
十
年
目
の
福
島
を
見
る
」
全
国
交
流
集
会

○
「
現
地
見
学
」
＝
五
月
十
六
日
（
土
曜
日
）
十
二
時
二
十
分
Ｊ
Ｒ
「
い
わ
き
」
駅
改
札

口
前
集
合

＊
コ
ー
ス
：
い
わ
き
市
↓
広
野
町
↓
楢
葉
町
↓
富
岡
町
↓
大
熊
町
↓
双
葉
町
↓
浪
江
町

津
島
（
最
大
汚
染
地
区
）
↓
夕
方
宿
舎
着
（
Ｊ
Ｒ
福
島
駅
前
）

○
「
懇
親
会
」
＝
同
日
午
後
七
時
～

宿
舎
「
ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
」

○
全
国
交
流
集
会
＝
五
月
十
七
日
（
日
曜
日
）
午
前
十
時
～

＊
場
所
：
「
ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
」

全国代表委員会報告を行う
伊東筆頭代表委員


